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及び最大値と log UACR の関連を検討，更に腎症（UACR ≧30mg/g・Cr）に対する家庭血圧の平均値
及び最大値の．AUC を比較検討した． 
平均年齢は 65.8±9.6歳，平均HbA1cは 7.2±1.0%．朝の収縮期血圧の最大値（β = 0.282, P ＝0.001）
は朝の収縮期血圧の平均値（β = 0.306, P ＝0.001）と同様に log UACR と関連を認めた．腎症に対する
朝の収縮期血圧の平均値，最大値，眠前の収縮期血圧の平均値，最大値の AUC（95%CI）はそれぞれ，
0.667（0.634-0.700; P < 0.001)，0.671（0.638-703; P < 0.001），0.655（0.622-0.689; P < 0.001), 0.654（0.621-688; 
P < 0.001）であった．さらに ROCKIT を用いて家庭血圧の最大値と平均値の腎症に対する AUC を比
較検討したところ，両者に差異は認めなかった．2 型糖尿病患者において，家庭血圧の最大値は平均
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